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　本企画は多くの方々に本学会および論文誌に対してより興味を

持って頂くための会員サービス企画の一つとしてスタートしたもの
です．初回レポートは「NAACL-HLT 2012参加報告」を藤田篤先生

（公立はこだて未来大学）に執筆頂きました．手探りの状態での企
画開始となったため，藤田先生にはいろいろとご無理をお願いしま
したが，丁寧にご対応いただき，大変読み応えのあるレポートを執

筆頂きました．是非ご一読下さい．

　本企画が読者の皆様を満足させ，続編を期待していただけるよう

な企画として続くことを願って止みません．

（担当編集委員　桝井文人，清田陽司）
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1 はじめに

本稿では，2012年 6月 3日～8日にカナダ・ケベック州モントリオールで開催された国際会
議 NAACL-HLT 2012 (North American Chapter of ACL: Human Language Technologies)について報
告する．主に会議の概要と各種企画について報告するので，個々の一般論文の内容については，
ACL Anthologyを通じて一般公開されている論文1をご覧いただきたい．

2 分野と参加者の傾向

NAACLは，ACL (Association for Computational Linguistics)の北米部会として 2000年に設立さ
れ，同年に初めての国際会議を，翌 2001年には第 2回の会議を開催した．その後は，ACLが北
米で開催されない年の初夏に，HLTとの共催という形で会議を開いている．

2003年以来 9年ぶりにカナダで開催された今回の会議には，196本のロングペーパーと 105

本のショートペーパーが投稿され，各々 62本（31%），36本（34%）が採択された．ここ数年の
NAACL-HLTと比べると投稿論文数が顕著に少ない2．ロングペーパーとショートペーパーのい
ずれについても ACLとの重複投稿を認めない（本質的に重複する投稿が見つかった場合は両方
とも査読を経ずに不採択となる）ことが投稿規定に明示されたこと，加えて，論文投稿の締め切
りが ACLの投稿期限のわずか 10日前（しかも年明け早々）であったことが主な理由であろう．
分野ごとの投稿論文数および採択論文数を表 1に示す．本学会年次大会のセッション構成3

と比較すると，機械翻訳 (Machine Translation)に関する論文が多い点は似ているが，問題解決の
手段である機械学習 (Machine Learning for Language Processing)を一つの分野としている点は異
なる．機械学習に次いで多くの論文を集めた分野は意味論 (Semantics)であった．採択率は高く
なかったが，本会議では 3セッションが設けられ（機械翻訳，談話・対話・語用論 (Discourse,

Dialogue, and Pragmatics)と並んで最多），本会議後には専門の会議（6節で紹介する）やワーク
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表 1 投稿者が指定した分野ごとの論文数（採択数/投稿数）．会議のハンドブックより抜粋．

分野 Long Short
Discourse, Dialogue, and Pragmatics 7 / 14 3 / 8
Document Categorization / Topic Clustering 1 / 13 2 / 7
End-to-end Language Processing Systems 3 / 4 3 / 4
Information Extraction 4 / 17 0 / 6
Information Retrieval and Question Answering 3 / 7 0 / 5
Language Resources, Novel Evaluation Methods 5 / 8 3 / 8
Machine Learning for Language Processing 11 / 21 2 / 8
Machine Translation 8 / 26 5 / 18
Phonology and Morphology, Word Segmentation 1 / 7 3 / 5
Semantics 5 / 25 3 / 7
Sentiment Analysis and Opinion Mining 1 / 12 3 / 8
Social Media Analysis and Processing 2 / 7 1 / 3
Spoken Language Processing 2 / 8 2 / 4
Summarization and Generation 1 / 8 3 / 5
Syntactic Tagging and Chunking 1 / 3 0 / 1
Syntax and Parsing 6 / 16 3 / 8
合計 62 / 196 36 / 105

ショップも開催されるなど，実際には意味論に関する多くの発表が行われた．米国 DARPAが
助成する “Machine Reading”の各種プロジェクトの成果発表も多く見られ，同分野に対する人々
の関心の高さ，研究活動の活発さが窺える．

HLTとの共催の特色，あるいは北米におけるビジネスニーズの表れであろうか，テキスト情
報処理や音声情報処理を『主事業』とする企業からシーズあるいは人材を求めて大勢の方が聴
講参加していた．ブースを出していたスポンサー4だけでなく，地元モントリオールの小規模な
企業等の名前も見かけた．参加者の大半が北米からの方で占められており，日本を含むアジア
諸国からの参加者は非常に少なかった．

3 Keynote Addresses

今回の会議では，次の 2件の基調講演が行われた．
Eduard Hovy: “A New Semantics: Merging Propositional and Distributional Information”

James W. Pennebaker: “A, is, I, and, the: How our smallest words reveal the most about who we Are”

初日の開会直後のHovy氏の講演では，命題に基づく意味論と（コーパス等において実際に観
察される事象の）分布に基づく意味論を融合した新しい意味論が紹介された．氏は（遅くとも）
2010年頃から，概念 Cを，それと強度 siの関係 riで関連付けられている語 wiのリスト，すな

2



藤田 NAACL-HLT 2012参加報告

わち C = ((r1, w1, s1), (r2, w2, s2), . . . , (rn, wn, sn))という 2階のテンソルで表現することを提唱
している．今回の講演では，具体的な研究課題として次の 4つが提示された．

(1) 有用な関係 rの同定とテキストからの高精度な抽出
(2) 情報の有用性や同義性を表す強度 sの定義と計算
(3) 複雑な概念（例えば文全体の意味）を表すテンソルを構成素から導出する演算の設計
(4) 否定やモダリティなどの命題外の情報の表現
Pennebaker氏による基調講演は 3日目の午前中に行われた．本講演では，機能語 (function words)

の使われ方が書き手や話し手の特徴を反映していることが紹介され，性別や年齢等の人口統計
的 (demographic)な性質，心理学的側面での素性，話者の社会的地位や話者間の関係等の認識に
おいて有用であるということが述べられた．例えば情報検索においては，機能語の多くを索引
付けや検索の対象外 (stop words)とするのが一般的であるし．他の応用タスクにおいても，多く
の場合に，内容語を重視した処理が行われてきた．これらに対して，最近研究が盛んになって
きた，個々の書き手・話し手ならびに読み手・聞き手を意識するような自然言語タスクにおい
ては，上述のような特徴の取り込み方が成功の鍵を握るだろう，という話であった．

4 NLP Idol: Plucked from Obscurity

今回が初開催となる本企画（2日目の午後に開催）では，過去の論文の中から，今後の研究に
大きなインパクトを持ちそうな（つまり読んでおくべき）論文を選んで紹介して欲しい，とい
うお題が 4人のシニア研究者 “NLP Idol”に出された．彼らの答えは次のとおりであった．
Eugene Charniak: Kenneth Church. (2000). “Empirical Estimates of Adaptation: The chance of Two

Noriegas is closer to p/2 than p2.”5 (8 / 3 / 5)

Graeme Hirst: Varol Akman. (2000). “Rethinking Context as a Social Construct.”6 (9 / 6 / 5)

Raymond Mooney: Robert Wilenksy. (1981). “PAM - A Program That Infers Intentions”. In: Inside

Computer Understanding. (5 / 9 / 8)

Mari Ostendorf: Srinivas Bangalore and Aravind K. Joshi. (1999). “Supertagging: An Approach to

Almost Parsing.”7 (6 / 5 / 7)

セッションは，米国の某アイドルオーディション番組を真似た形式で進められた．各 Idolが
登壇して 10分ほどで論文を紹介した後，Philip Resnik氏，Lucy Vanderwende氏，Jason Eisner氏
の 3名の審査員が 5分ほどの質疑応答を経て，「論文を読みたいと思わされたか」という観点で
各々 10点満点で採点した（タイトルの後ろの 3つの数字）．審査員と Idolの質疑応答，得点発
表時の審査員のコメントなどにおいて，紹介された論文や最近の研究動向がユーモアを交えつ
つたびたび引き合いに出され，会場からは何度も大きな笑いが起こっていた．
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審査員の採点に基づく優勝者は “PAM (Plan Applier Mechanism)”を紹介した Raymond Mooney

氏，セッション終了後の聴講者の投票に基づく優勝者も同氏であった．残念ながら，彼が紹介
した論文は書籍の一部であり，Web上には，1977年に発表された短い論文8しか見つけられな
かったが，Mooney氏の言うように，言語に関する知識および世界知識の表現形式を振り返り，
統計的アプローチとの融合を考えてみるきっかけになると思われる．

5 Best Paper Awards

ロングペーパーとショートペーパーから各 1本，それらとは別に学生が筆頭著者となってい
る論文 1本がベストペーパーとして選出された．これらの 3件は，2日目の最初のセッション
において表彰され，下記の順で発表された．
Best Short Paper Award: Jacob Devlin and Spyros Matsoukas.

“Trait-Based Hypothesis Selection For Machine Translation”9

IBM Best Student Paper Award: Oscar Täckström, Ryan McDonald, and Jakob Uszkoreit.

“Cross-lingual Word Clusters for Direct Transfer of Linguistic Structure”10

Best Full Paper Award: Alexander Rush and Slav Petrov.

“Vine Pruning for Efficient Multi-Pass Dependency Parsing”11

査読の結果を活用してあらかじめベストペーパーを選出し，シングルセッションにまとめて
発表してもらうというのは，発表者・聴講者の両方に有益であったと思う．

6 ∗SEM

NAACL-HLT本会議の翌日から，16個のワークショップと並行して∗SEM: First Joint Conference

on Lexical and Computational Semantic（スター・セム）が開催された．この会議は，ACLの 2つ
の分科会 SIGLEXと SIGSEMがこれまでに主催してきた各種ワークショップを一つに統合した
もので，今回が初めての開催であった．
今回の∗SEMでは，2つのセッションが並列に実施された．一方は一般募集された論文の登壇
発表・ポスター発表のセッションであり，照応解析，モデリング，語彙意味論，意味解析，推
論に関する発表が行われた．もう一方のセッションでは，SemEvalの各種タスクならびに∗SEM

が独自に運営したシェアードタスク（否定表現の範囲同定）の報告，タスク参加者の発表が行
われた．発表された論文は，NAACL-HLTと同様 ACL Anthologyから入手できる12．
会議の最後に，今後の∗SEMの運営に関するパネル・ディスカッションが行われた．今後∗SEM

への論文の投稿を検討している方や類似する会議等を企画・運営しようとしている方の参考に
なればと思い，主催者の感想や会場からの提案，継続議題などをまとめてみた．
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今後の∗SEM: 参加者を集めるために大きな会議と連続開催にする．WMT (Workshop on Statis-

tical Machine Translation)のような大きなワークショップとの客の取り合いを避けるため
にメイン会議の前に据える方が良かろう．場所のローテーションの希望あり．

∗SEM運営のシェアードタスク: 準備は滞り無く進められ，参加者も集まったが，もっと野心
的なタスクが期待される．シェアードタスクについての長期的なロードマップも要検討．

SemEval: タスク数やスケジュール，運営は安定しており，2013年も開催予定．ただし TREC

や NISTとの違いが不明確．参加の敷居を下げるためにベースラインシステムを提供し
てはどうか．∗SEMのメインセッションと完全に並列に実施されたため，聴衆の行き来
がほとんどなかった．SemEvalの各タスクの報告会を 1日にまとめて並列に実施し，メ
インセッションを翌日からにしてはどうか．

母体の分科会の今後: SIGSEMが開催してきた国際会議 IWCS (International Conference on Com-

putational Semantics)は，引き続き∗SEMとは別に開催する．IWCSと∗SEMを両方実施す
ることの長所・短所を整理して要周知．

7 おわりに

今回の NAACL-HLTは，清々しい初夏のモントリオールで開催された．筆者にとって，自然
言語処理・計算言語学分野のトップレベルの国際会議への参加は久しぶりのことであったが，
聴講だけでなく，知人の若手研究者と近況を報告しあったり，現在滞在している機関の研究者
に人を紹介してもらうなどして，予想していた以上に有意義な時間を過ごすことができた．
次回の NAACL-HLTは，2013年 6月 9～14日に米国ジョージア州アトランタで開催される予

定である13．論文投稿の締め切りは 2012年 12月 10日．日本からも多くの論文が投稿され，そ
して採択されることを願っている．

謝辞

本稿に対するコメントならびに写真の提供を快く引き受けてくださった新里圭司氏（楽天技
術研究所）に，深く感謝します．
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ビュッフェ付きポスターセッション ベストペーパーの発表 NLP Idol

NLP Idolの投票用紙 名物スモークミート 会場近くの大聖堂 高台から市内を望む

注
1http://aclweb.org/anthology/N/N12/
2例えば前回（2010 年）の投稿件数は 291 件，前々回（2009 年）は 260 件．

http://aclweb.org/aclwiki/?title=Conference acceptance rates
3http://www.anlp.jp/nlp2012/
4http://www.naaclhlt2012.org/organization/sponsors.php
5http://aclweb.org/anthology/C/C00/C00-1027.pdf
6http://www.cs.bilkent.edu.tr/∼akman/jour-papers/jop/jop2000-2.pdf
7http://aclweb.org/anthology/J/J99/J99-2004.pdf
8http://ijcai.org/Past Proceedings/IJCAI-77-VOL1/PDF/003A.pdf
9http://aclweb.org/anthology/N/N12/N12-1059.pdf

10http://aclweb.org/anthology/N/N12/N12-1052.pdf
11http://aclweb.org/anthology/N/N12/N12-1054.pdf
12http://aclweb.org/anthology/S/S12/
13http://naacl.org/2013/CFP.html

略歴
　藤田篤（正会員）：2005年奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後

期課程修了．博士（工学）．2009年より公立はこだて未来大学システム情報
科学部准教授．現在に至る．2011年より日本学術振興会海外特別研究員とし
て，カナダ政府機関 National Research Councilに滞在中．自然言語処理，主に
言い換え表現の生成と認識，機械翻訳を含む各種テキスト生成の研究に従事．

（2012年 9月 14日依頼）
（2012年 9月 25日受付）
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